
道路の下地となる路盤材や橋の基礎などに使われている砕石。赤井工業の砕石は生コンクリートの一部として、
京奈和自動車道やホテルルートイン紀の川など、身近な場所にも使われています

宮本清富さん
代表取締役

「採石後の山も、最終的に緑
化して自然に戻すのがルール」
と宮本代表。4年前に女性社
員を中心に結成された「いろ
どり女子部」では、工場の入り
口に低木、法面につつじやク
ローバーを植えるなどして現場
を緑化。周辺に彩りが生まれ
明るくなっただけでなく、きれい
な景観を作ることで不法投棄
やポイ捨ても激減しています。

「
砕
石
」っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
日
頃
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梁
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造
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和
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。
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近
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テ
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っ
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そ
し
て
、新
た
な
砕
石
を
作
る
だ
け
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な
く
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業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
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中
間
処
理
を
行
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な
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で
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を
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ら
す
た
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造
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を
調
整
し
再
び
商
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化
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砕
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宮
本
清
富
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わ
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環
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に
携

わ
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入
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サ
ポ
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教
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整
え
て
い
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。
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あ
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会
社
だ
け
で
な
く
社
会
だ
け
で
も

な
い
。
ま
ち
と
人
、全
体
を
見
据
え
、次

世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
社
会
づ
く
り
が

赤
井
工
業
の
目
指
す
未
来
で
す
。

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
で

身
近
な
と
こ
ろ
も
大
事
に

天然資源で
生活基盤を守り、
リサイクルで
環境負荷を低減

田村友彦さん
業務部課長

道路や橋梁、ビルや河川の護岸など身近にあるコンクリー
ト構造物。その元を辿ると、「ハイ・クオリティの追求」を
原点に循環型社会を目指す熱い企業に辿り着きました。

赤井工業株式会社

岩出市畑毛226　https://www.akai.co.jp/
0736-62-5800

「いろどり女子部」で緑化推進

リサイクル製品ができるまで

全社一丸となって環境保全に取り組んでいます！

PICK UP

砕石・産業廃棄
物処理事業

他にも多方面から
環境課題に

取り組んでいます！

工場の電力は全て再生可能エネル
ギー100パーセント。また工場内では
ちっ素酸化物を低減する排ガス対策
型重機を使っています。

再生エネルギーを
活用

各団体と共に河川や浜辺、不法投棄
物のクリーンアップ活動に参加し、まち
の美化に貢献しています。

清掃活動を
実施

川の洪水対策にと作られた、砕石を
詰めたかご枠資材「DPボックス」。
いざという時のために常時ストックし
ています。

防災商品の
製造・確保

解体現場等で回収されたがれき類を
運び込みます。その重量は大体1カ月
で6500 t！

産廃受入

ポイント

1

仮置き場からショベルカーでプラント
に運び込み、破砕機で一気に破砕。再
び細かい砕石や砂へと姿を変えていき
ます。

プラントで破砕

ポイント

2

リサイクル製品は全て「和歌山県けん
さんぴん」「和歌山県リサイクル製品」
の認定を受けています。

サイズ別にふるって
新たな商品に再生

ポイント

3

主にコンクリートガラなど
を破砕し、粒度調整した
再生クラッシャーラン

RC-40・30

主にコンクリートガラなど
を10ｍｍアンダーに破砕
し、粒度調整した再生砂

再生砂

コンクリートガラとAソイ
ルを最適比率で混合した
再生粒度調整砕石

RM-40・30
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